
走行性の良さと軽量性はもちろん、赤ちゃんの居住性をさらにアップ 

～段差をラクラク乗り越えられる 16.5cmの大径シングルエアタイヤ搭載～ 

ベビーカー「Runfee ef（ランフィ エフ）」 

2016年2月5日（金）より先行予約開始 

News Release 
 ＜報道関係各位＞                                             ピジョン株式会社 

2016年 1月 20日 

ピジョン株式会社（本社：東京、社長：山下茂）は、おでかけが楽しくなる両対面式ベビーカー「Runfee ef

（ランフィ エフ）」を、2016年 2月 5日（金）アカチャンホンポでの先行予約を皮切りに、全国で発売します。 

8 割以上のママがベビーカー使用時にストレスと感じていた（※）『街中の段差』に着目した「Runfee」は赤ちゃんと

ママにとって本当に良いベビーカーを作るという基本姿勢のもと開発を行い、2015 年 1 月に発売、ご好評をいただいて

きました。今回リニューアルする「Runfee ef」は、「Runfee」の最大の特長である走行性の良さと軽量性はもちろんの

こと、赤ちゃんの居住性をさらにアップしたベビーカーです。 

 

■製品特長 

１）シートには帝人の“エルク®
 ”を採用。通気性がさらにアップ。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

お子さまの肌に直接触れる「洗えるリバーシブルシート」は両面で使えて、洗濯機で丸洗い

が出来るのでいつでも清潔にご使用いただけます。今回は、素材に高性能クッション材の帝

人の“エルク® “を新しく採用。空気や水蒸気の通るすき間を持たせてあるため透湿性や通

気性が高く、柔らかい感触なので、汗っかきでデリケートな赤ちゃんの肌にうれしいシートです。 

 

２）現行と同じ「シングルエアタイヤ 165」を採用。街中の段差もラクラク。 

赤ちゃんの安全性とママの押しやすさにこだわった、16.5 ㎝の大径「シングルエアタイヤ」は

横断歩道や店舗の入り口にある段差をラクラクと乗り越えられます。また「中空構造」なので、

タイヤの中の空洞が地面からの振動を和らげ、さらに単輪ならではの「スイング式サスペンショ

ン」採用で上下方向だけでなく前方向からの力も吸収します。乗っている赤ちゃんへの衝撃も、

ベビーカーを押すママやパパのストレスも解消して、お出かけが楽しくなるベビーカーです。 

 

３）軽量「5.4kg」を実現。ママ一人でも気軽におでかけ。 

5.4kg という軽さは、オート４輪切替機能がついたベビーカーでは最軽量クラス。赤ちゃんを抱っこしたまま、片手でラ

クに持ち運ぶことができます。軽さと機能のバランスを実現しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「オーロラネイビー」       「ブリティッシュレッド」     「フレンチブラック」        「プリズムモノクロ」 

■一般の方からの問い合わせ先 :お客様相談室 TEL:03-5645-1235、http://pigeon-htravel.com/runfeeef/ 



 

■その他の特長 
●オート４輪切替 

対面式、背面式にハンドルの向きを切り替えるだけで、ロックされる車輪の位置が自動的に切り替わります。前方向

にあるタイヤがくるっと回ることで、小回りが利き、スムーズにカーブを曲がれます。 

●ハイポジションシート 54㎝ 

地上の熱やホコリから赤ちゃんを遠ざける、高さ 54cmのハイポジションシート。ベビーカーを押しているママやパパとの

距離が近くなり、いつも赤ちゃんを身近に感じることができます。 

●大きな幌 

撥水性に優れ、花粉が落ちやすい素材を採用しています。また、UV を 99%カットするので、紫外線、そして風やほ

こりからも赤ちゃんを守ります。大きな窓がついて、赤ちゃんの様子を見ることができます。 

●大型カゴ 

約 16 リットル収納可能な、荷物かごを座面下に設置。大きなママバッグや抱っこ紐も出し入れしやすい形状です。 

 

■製品概要 
 

製 品 名 Runfee ef（ランフィ エフ） 

税 込 価 格 57,240円 

発 売 日 

発 売 先 

アカチャンホンポにて発売開始：2016年 2月 26日（先行予約開始：2月

5日） 

全国にて発売開始：2016年 4月１日 

タ イ プ 両対面式 

対 象 年 齢 生後 1 カ月～36 カ月 

カ ラ ー 4種（オーロラネイビー／ブリティッシュレッド／フレンチブラック／プリズムモノクロ） 

サ イ ズ 

折畳時（最小寸法）：W510×D380×H1010ｍｍ 

展開時（最大寸法）：W510×D825×H1030ｍｍ（背面位） 

W545×D955×H1030ｍｍ（対面位） 

重 量 5.4Kg 

タ イ ヤ 径 直径 165ｍｍ 

リクライニング角度 115度～165度 

安 全 基 準 SG基準（A形）適合 

 

 

 

＜ご参考①＞ 
「Runfee ef」のイメージキャラクターとして、木村佳乃さんを起用いたしました。

2016年 2月より店頭ツールの他、ウェブサイトにも登場いただきます。 

 
■木村佳乃プロフィール 

1976年、東京都生まれ。映画「失楽園」（1997年）で日本アカデミー賞
新人俳優賞を受賞。第 29回 日本アカデミー賞 優秀主演女優賞、第 34回
日本アカデミー賞 助演女優賞など数多くの映画賞を受賞。今年はNHK大河ド
ラマ「真田丸」へ出演。プライベートでは二児の母。 

 
 

 



＜ご参考②＞ 
ママのニーズは振動吸収、段差乗り越え性、そしてシートの快適性 

インターネット調査にて、ママに対して「ベビーカーを使用していて、気になること、実際に体験したこと」を聞いた結果、

1 位は「路面からの振動が赤ちゃんに与える影響（53.4%）」、2 位は「段差を上手く乗り越えられない（50.2%）

でした。【Q1】大人一人で歩いているときには気にならないのですが、ベビーカーを屋外で使用してみて初めて、路面から

の振動や乗り越えづらい段差が多くあることに気づくのです。さらに、「段差にストレスを感じた」と答えたママは TOP2 で   

8割以上にのぼり、段差乗り越え性がベビーカーを快適に使用する上で重要な点であることがわかります。【Q2】 

また、「ベビーカーを使用していて、気になること、実際に体験したこと」の3位は「赤ちゃんが汗をかいて蒸れていないか

（53.4%）」で、赤ちゃんが直接座るシートにも通気性や透湿性を望む傾向があります。【Q1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ママ 221人を対象としたベビーカーに関するアンケート結果より（2015 年 12月ピジョン調べ） 
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路面からの振動が、赤ちゃんに与える影響 

段差をうまく乗り越えられない 

赤ちゃんが汗をかいて蒸れていないか 

つまづきによる、赤ちゃんの頭や首への衝撃 

小回りがしづらい 

地面の凸凹で手がガタガタする 

人にぶつからないか気になる 

ほこりや排気ガスを子供が吸ってしまわないか 

小さな段差でもつまずく 

走行音が耳障りに感じることがある 

安定せず、ぐらつくことがある 

その他 

気になることはない 

Q1「あなたがベビーカーを使用していて、気になること、実際に体験したことについて、 

以下の中から、あてはまるものをすべて教えてください。」（MA） 
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Q2「ベビーカーを使用中に、段差があってストレスに感じたことはありますか。」（SA） 
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